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   Reports were made of experiences with a new contrast agent, Umbradil and  Umbradil 

Viscous U of Messrs, Astra, Sweden. 

   1) Excretory pyelography was carried out using Umbradil 35 % in 7, 50 % in 8, and 

70 % in 2 cases, totaling 17 cases. Satisfactory pictures were obtained in all cases within 
7 to 15 minutes after initiatation of the injection. 

   Urograms were taken without ureteral compression in 5 patients, which procedures 

generally resulted in an insufficient filling of the agent and afforded unclear shadows, as 
compared with those cases where an ureteral compresser band was used . Then the 
shadows obtained were found unclear in 2 cases where a 70 % Umbradil was employed, 

too. 
   Side reactions were slight, only a transient nausea and feverish sensation being ex-

perienced in 2 patients, respectively. 
   2) Umbradil 70 % was employed for translumbar abdominal aortography in 10 cases 

and for seriography in 3 of the 10 cases . With both procedures were obtained quite sati-
sfactory  arteriogram. sIn 1 patient with Goldblatt's hypertension a sense of oppression of 

the chest was induced and in 1 patient was encountered an incidence of nausea , but no side 
reactions other than the above were produced . 

   3) Umbradil 70 % was used for abdominal venography via femo ral vein in 2 cases. 
   4) Umbradil Viscous U was used for urethrography in 21 male patients. In all cases, 

the posterior urethra was conspicuously distended , the region of seminal colliculus and 
the neck of bladder being clearly represented . 

   There was a marked difference in the pictures obtai ned between  Umbradil Viscous U
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and  NaI 20 % employed as the control, namely the former being of satisfaction as a ure-

thrographic contrast medium in that it is highly viscous and non-irritating. 

   5) Umbradil Viscous U was employed for urethrography in 11 female patients, the 

picture of urethral diverticulum being given in 3 of the 11 patients. It is  therf  ore satisfac-

tory as a medium for urethrography in the female, too.

(本論文の要旨は昭和32年3月 名大に於ける日本泌尿器科学会第45回 総会に於て発表した.)

緒 言

泌尿器科領域 のX線 検査法 が近年に於 ける造

影剤の進歩に より一大飛躍 を逐げた事 は周知 の

通りである.当 教室 に於 け る各種 の新造影 剤に

よるX線 倹査の経験 は,そ の都度発表 した処 で

あるが,今 回SwedenのAstra社 製 の水溶

性ウムブラディール(Umbradi1)及 び粘性 ウ ム

ブラディールU(UmbradilViscousU)を 入

手 し,前 者を使 用 して排 泄性腎孟撮影法 及び血

管撮影法を実施 し,後 者を使用 して尿道撮影法

を実施 したので,そ の経験 に就 て報告 す る.

薬 剤

水溶性ウムブラディー ルは下記の構 造式を有する

3,5-diiodo-4-pyridone-N-aceticacidのdietha-

nolamine塩 である.
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{分 子 量510沃 度含 有 率
49.8%

本剤 はPerabrodi1(Bayer),Diodrast(Winth-

「OP)・Pyraceton(第 一)と 同一一構 造 であ り,米 国薬

局方名(U.S.P.)のIodopyracetと して一 般 に 知 ら

れてい る.滅 菌水 に溶 解 し,35,50,70%溶 液 の 夫 々

20cc入 りアソ プル の3種 が あ る.

粘性 ウム ブ ラィ ール は粘 稠 性 を高 め る物 質Carbo-

xymethylcellulose(C .M.C.)及 び 表 面 麻 酔 作 用 の

強 い局所 麻酔 剤Xylocaineを 含 有 し,特 に 尿 道 撮 影

の目的 に処 方 され た の がUmbradilViscousUで

あ り,次 の組 成 を有 す る.

Diethanolaminesaltof3,5-diiodo-4-

pyridone-N-aceticacid35g

Diethylaminoaceto-2,6-xylidide… …O.259

域ethアトP-hydroxybenzoat¢0・109

Propy1-p-hydroxybenzoateO.05g

Carboxymethylcelluloseq.s.

Sterilewaterto100cc

従来 この種の粘稠性を右する造影剤としてはヨード

化油があるが,体 液 と混和し難 く,又 吸収されず,栓

塞を起こす危険性があ り,化 学的に不安定で分解して

有毒化合物を産生する欠点を有する.之 に反して本剤

は水溶性 で吸収され易く,化 学的に も全く安定であ

り,生 体に無害である。

排泄性腎孟撮影法

腸内ガス排除のために検査前日の下剤投与,検 査当

日の絶食,澆 腸等の実施が望ましいが,著 者等はこれ

らの前処置を行わなかった.検 査前TicUrnbradil(以

下Uと 略す)1ccを 静注してヨ'ド 過敏性をテス ト

した.X線 検査台に患者を寝かせて,腹 部に尿管圧迫

帯を施 した後,Uを 緩除に静注し,静 注開始後7分,

15分,30分 に撮影を行い,尿 管圧迫帯を除去した後膀

胱像を撮影 した.一 部の症例には,尿 管圧迫帯を使用

せずに頭側20度 低位にて撮影を行った.35%Uを 使用

して7例,50%Uを 使用して8例,70%Uを 使用して

2例,計17例 に排泄性腎孟撮影法を実施 した.そ の症

例の概要を第1表 に示 し,そ の内の数例に就て症例を

記述及び図示する.

〔第5例 〕33才,♀.右 腎結核兼腎水腫(左 腎別後).

水平位,尿 管圧迫帯使用後,35%Uを6分 にて欝

注,艀 注開始後7分 にて腎盤,腎 孟像描出し,15分 後

には最も鮮明なる腎藷,腎 孟,尿 管上部像を描出した

(第1図a,b).本 例 はその4カ 月後60%Urografin

を使 用して撮影 し,略 々同 様の影 像を得た(第2図

a,b)35%Uに ては副作用はなかったが,60%

Urografinに ては静 注中よ り撮影終 了迄悪心を訴え

た.

〔第7例 〕8才,9,腎 炎.

水平位,尿 管圧迫帯使用後,35%U'17.5ccを3分

30秒 に て欝注,7分 後に両腎蓋,腎 孟,尿 管上部像を

鮮明に描出,15分 後 も大差ない像を描出した(第3図

a,b),
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〔第12例 〕25才,♀.膀 胱三角部異常症.

頭側20度 低位,尿 管圧迫帯を使用せずに,50%U

20ccを1分30秒 にて静注,5分 後両腎藷,腎 孟,尿

管像を描出,10分,15分 後 も略々同様の像を描出した

(第4図a,b,c)30分 後 には不鮮明となり,尿

管圧迫帯使用の症例に比 し,充 満不良にて像は不鮮明

である,灘 注時のみ軽い悪心を訴えた.
ら

〔第13例 〕24才,9.右li『1石',左 変位腎,両 腎水

腫.

水平位,尿 管圧迫帯便用侵,50%U20ccを2分

にて静注,腎 機能正常の左 側は7分 後 より鮮明な腎

蓋,腎 孟,尿 管上部像を描出,腎 機能不良の右側は30

分後に於ても腎藷像のみである.15分 後の 像を 示す

(第5図)前 記第12例(第4図)と 同濃度のUで あ

るが,極 めて鮮明である.静 注時のみ噸面の熱感を訴

えた.

〔第16例 〕65才,3.前 立腺肥大症.

頭側20度 低位,尿 管圧迫帯を使用せずに,70%U

20ccを5分 にて静注,7分 後に両腎蕊,腎 孟,尿 管

上部像を描出,15分 後には充満度不良 とな り,不 鮮明

になつている(第6図a,b)

前記5例 を含めて17例 に就てみ ると,静 注は緩除に

2～3分 にて行ったが,5分 以上要したものもある.

12例 は水平位,尿 管圧迫帯を使用したが,5例 は頭側

20度 低位,尿 管圧迫帯を使用しなかった.腎 機能良好

ならば,35%U,50%U使 用の症例にて,7～15分 に

鮮明なる腎孟,尿 管像を得て,35%と50%使 用症例 と

の聞に特に診断上差のある変化をみなかつた。尿管圧

迫帯を使用しない5例 にては,7～15分 にて診断上略

々満足すべき像を得ることが出来たが,圧 迫帯使用の

症例に比して一般 に充満度 が不 充分にて不鮮明であ

り,70%を 使 用した2例 に於ても不鮮明であった.4

例(第2,3,5,9例)に 於ては,70%Urokolin,

Sugiuron,60%及 び76%Urografinを 使用して撮

影せる像と比較することが出来たが,撮 影時期が術前

,術 後であったり,又 撮影時期の間隔が長かった りし

て,そ の個 々の症例に於ける腎機能の状態が一定でな

く,厳 密な意昧での比校は出来ない訳であるが,大 体

に於て略々同様の像を描出し得た.副 作用は軽微で,

2例 に軽い悪心,2例 に熱感を訴えたが,何 れも一過

性であ り,1例(第17例)は 謬脈撮影にて股静脈に迅

速注入をしたために熱感を訴えた.

Iodopyracet製 剤は前 記の如 く各種の ものがある

が・BromanandOlssonはUmbradilが 最 も忍容

性の大ぎい事を確認し,Sandstr6m,Delvigne ,Vo-

gler等 は多数例の排泄性腎孟撮 影法を行い,極 めて

満足すべぎものであ り,危 険な合併症の見られなかっ

た事を報告している.小 田氏等は邦製の70%Iodo--

pyracetを 使 用して,Sugiuronに 比 して明瞭な腎

孟像を与えるが,副 作用が稻 々強い事が考えられると

述べている・著者等は邦製のIodopyracetを 少数例

に使用したことがあるが,そ の際蒜麻疹様の発赤を来

すたことが梢々多かった事を経験している.前 述の如

く35%U,50%U使 用により満足すべき腎孟像を得,

35%Uに て診断上十分臨床的価値ある像を得た.尿 管

圧迫帯を使用しない症例にては診断上満足すべき腎孟

像を得たが,尿 管圧迫帯使用の像に比 し一般に不鮮明

であった.副 作用は軽微で安心して使用出来た,

経 腰的腹部大動脈撮影法

本法の術式,臨 床価値に就ては著者等が数度報告し

た処であるので省略す るが,70%Uを 使用して実施し

た10例 の概要を第2表 に示す.そ の内の3例(第8,

9,10例)は 連続撮影を 行つた ものであ り,又6例

(第4,5,6,7,9,10例)は 既に別の機会に発

表 したものである(泌 尿器科紀要3巻2号 参照).既

発表以外の4例 に就て記述並びに図示する.

〔第1例 〕35才,6.Goldblatt氏 高血圧.

70%U30ccを2。5秒 にて注入.大 動脈は腎動脈分

枝部直下より閉塞し,そ れより下方は副動脈枝の形成

を認め,右 腎動脈の描出なく,左 腎動脈には狭窄部が

あ る(第7図)本 例は注入直後胸内苦悶感があった

が,こ れは動脈像の如 く,大 動脈が閉塞し,造 影剤の

一部が急激に心臓内に逆流せ るためと考えられる,

〔第2例 〕29才,♂.左 腎結核.

70%U20ccを2秒 にて注入.左 腎部分切除を行う

予備検査 として撮影 したのであるが,撮 影時期が梢々

遅 く,ネ フログラムは得 られたが,動 脈像は幾分不鮮

明となつた.左 腎動脈は2本 に分枝して腎門に走入す

るのを認めた(第8図)撮 影後一過性の悪心を訴え

た.

〔第3例 〕31才,6.右 腎下垂.

70%U20ccを2秒 に て注入.左 右の腎動脈は鮮

明に描出されたが.ネ フログラムは撮影時期によるた

めか梢 々不鮮明である.逆 行性腎孟撮影に一致して右

腎動脈は下方に走向している(第9図)

〔第8例 〕46才.♂.右 孤立性腎爽腫.

70%U20ccを2.5秒 に て注入.カ セッテ駆動式連

続撮影装置(島 津製)を 使用して0.5秒 間隔にてフィ

ルム10改 撮影.X線 撮影状況不良(電 圧降下の為)に

て影像は梢々不鮮明であるが,動 脈隊とネフログラム

とを時聞経過により描出した.動 脈像に於ては右腎肉
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動脈枝の嚢腫部?Lr-一"致せるavascularityを 描 出し,

著明に膨隆せる嚢腫を示すネフログラムを得た.夫 々

の像を最も明瞭に描出せる時間のフィルム3,8を 図

示した(第10図a,b)

前記4例 を含めたる10例 にて70%Uに よ り,極 めて

満足すべき動脈像を描出できた(そ の内の6例 は既発

表).1例(第1例)は 特殊な疾患に起因するために

胸内苦悶感を訴え,他 の1例 は一過性の悪心を訴えた

が,そ れ以外の症例には何等副作用なく前記のBro-

manandOlssonが 述べた本剤の忍容性の大きい事

を認めた.

経股静脈性腹部大静脈撮影法

腎及び副腎腫瘍は下腔大静脈に滲潤 し,或 は外部 よ

りこれを圧迫し,畢 丸腫瘍は後腹膜腔の淋巴腺に転移

して下腔大静脈の圧迫,変 形を起こし,下 腔大静脈の

奇型は尿管の位置異常を来たすことがあるので,斯 か

る病変に於て腹部大静脈のX線 的描出は泌尿器科的診

断に重要なものである.こ の目的にDosSantos(193

5)が 下腔大静脈の撮 影を試み,爾 後多 くの研究がさ

れて来た.術 式としては経腰的腹部大静脈穿刺法,経

皮的股禰脈カテーテル挿入法,経 股静脈性穿刺法等が

あるが,MalufandMcCoy(1955),Kaufman,

BロrkeandGoodwin(1956)等 は経股静脈性穿刺に

より安全,容 易に撮影 している.著 者等はMaluf

andMcCoyの 方法に準じて撮影 した.撮 影方法,

臨床的価値に就ては別の機会に発表するが,70%Uを

使用した腹部大静脈撮影の2例 を第3表 に示した.

膀胱腫瘍,睾 丸腫瘍の夫 々1例 に実施 したが,著 者

等の本法に対する撮影技術の経験浅 く,又 症例も少く

満足すべき大静脈像を得 られなかったが,1例 に就て

図示する.

〔第2例 〕40才,6.睾 丸腫瘍.

70%U40ccを 右股静脈よ り15秒にて注入・ 右総

骨静脈,下 腔大静脈を描出したが,転 移を思わせる大

静脈の圧迫,変 形を認めなかつた(第11図)

2例 のみにて臨床的価値ある像を得なかったが,今

後多数例の検討を加えて行 く予定である.一 般の血管

撮影法の時にみられる注入時の熱感以外には,本 剤に

よる副作用を認めなかつた.

尿道撮影法(男 子)

尿道撮影法はCunningham(1910)が は じめて実

施して以来,多 くの報告があ り,造 影剤,撮 影法等に

就て改良が行われて来た.本 邦ではモル ヨドールが広

く用いられ,当 教室では20%ヨ ー ドナ トリウムを慣用
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して来た.モ ルヨドールは油性造影剤にて前記の如く

種 々の欠点を有 しているが,MoralesandRomanus

(1955)は 後部尿道を著明に拡張し,微 細な病変を描

出する高粘度で水溶性の造影剤UmbradilViscous

U(以 下UVUと 略す)を 使 用して男 子尿道撮影法

を行った.近 年本邦に於ても尿道造影剤に対する諸氏

の検討が行われ,土 屋氏等はウロコリソにゴマ油或は
の

C.M.C.を 混 じたものを使用し,黒 田,岸 本,冨 田氏

等は油性ウロコリンを使用 し,大 越,齊 藤両氏はピラ

セ トンCを 使用 し,更 にピラヒ トンCに 類似した造影

剤を使用して発表している.南 氏等はUVUを 早 く

より使用して報告 している.著 者等はUVUを 入手

する前には,尿 道麻酔剤XylocaineJe!二yに ヨ・一ド

ナ トリウム或はウロコリソを混和したものを使用して

一部症例に就 て発表した(泌 尿器科 紀要2巻1号 参

照)今 回UVUを 入手して尿道撮影を21例 に行い

,そ の症例の概要を第4表 に示した.大 多数の症例に

於ては従来当教室にて慣用の20%ヨ ー・ドナ トリウムに

よる尿道像 と比較検討した.そ の内の数例に就て記述

並びに図示する.撮 影方法は尿道洗灘尖 を接合した

20ccの 注射筒にUVU20ccを 満たし,斜 位注入時

撮影法を施行 した.

〔第1例 〕48才,健 常入.

本例は1秒 間隔にて5枚 連続撮影を行い,注 入時尿

道撮影の時間経過を追求 した.フ ィルム1は 前部尿道

のみ描出,フ ィルム2は 尿道膜様部より後部尿道を開

大して精阜部を描出,フ ィルム3に てUVUは 膀胱

内に進入し膀胱頸部を描出,フ ィルム4,5は 膀胱内

のUVUの 陰影像を描出している(第12図a-e)

健常入尿道に於ける尿道膜様部の外括約筋の作用を描

出している.

〔第2例 〕35才,膀 胱三角部異常症.

UVUに ては後部尿道は拡張 し,膀 胱頸部は明瞭で

ある(第13図a)対 照造影剤(23%ウ ロコリン)に

ては後部尿道は収縮して描出されず,膀 胱頸部は僅に

描出される(第13図b)

〔第6例 〕60才,神 経因性膀胱.

UVUに ては後部尿道は著明に拡張 し,膀 胱頸部は

漏斗状に開大 して明瞭である(第14図a)対 照造影

剤(20%ヨ ー ドナ トリウム)に ては後部尿道は拡張 し

ているが,aに 比 し程度は軽く,膀 胱頸部は不明瞭で

あ る(第14図b)

〔第10例 〕38才,尿 道狭窄.

UVUに ては前部尿道の狭窄部像,尿 道球部の周囲

への滲闘 象,後 部尿道の拡張像を描出し 膀胱頸部を

嚇 に認む(第15図 ・)対 照造影剤セ・ては尿道球部
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に於ける周囲への滲潤像は描出されず,後 部尿道,膀

胱頸部は不明瞭である(第15図b)

〔第13例 〕74才,前 立腺肥大症.

廿VUに ては後部尿道は延長,拡 張し,膀 胱頸部は

明瞭である(第16図a)対 照造影剤にては後部尿道

は一都 拡張 しているも不明瞭である(第16図b)

前記5例 を含めて21例 にUVUを 使用して男子尿道

撮影法を実施 した.後 部尿道像は精阜部,膀 胱頸部隊

は全例に於て明瞭に描出されてお り,20%ヨ'ド ナト

リウムと比較すると格段の相違がある。後部尿道の拡

張,開 大激を精阜部に於てその横径を測定して比較検

討した.即 ちUVU使 用例では7.25～13.40mm,平

均10.32mm,20%ヨ ー ドナ トリウム使用例では0～

10.60mm,平 均5.84mmと な り,UVUは 著明に拡

張し20%ヨ ー ドナ トリウムの平均1.7倍 拡張 してい

る.20%ヨ ードナ トリウムにて撮影する時は刺戟が強

くて相当の疹痛を訴え尿道粘膜麻酔或は仙骨麻酔を必

要 とするが,UVUはXylocaineを 含有し前麻酔を

必要 とせず殆ん ど疹痛を訴 えない.Moralesand

RomanusはU▽Uを 旋用して後部尿道の病変を探

究するとともに運動性をも検討 して詳細に報告してい

る.著 者等は2例 に於て注入時の連続撮影を行い,

UVUの 前部尿道,後 部尿道,膀 胱頸部に進入する状

態を描出した.UVU使 用 による副使用は経験 しなか

つた.

尿道撮影法(女 子)

女子尿道 撮影法 の研究は極 めて少く,Thomson

(1930)は 外尿道 口に注射筒 を挿入し,ヨ ・一ド油を注

入して撮影 し,DavisandCian(1956)は 特殊の

Foleycatheterを 考案して撮影を実施 している。本

邦に於ては黒田氏は40%モ ル ヨドール,ピ ラモ トソC

を満たした尿道洗瀞用スポイドの尖端を外尿道 口に密

着 して注入しながら撮影し,又 鎖使用法を報告してい

る.著 者等は 尿道洗諜尖を接合 した注射筒にUVU

を満たし,洗 瀞尖を外尿道 口に密着 して注入しながら

背位で撮影 した,又DavisandCian考 案の女子尿

道撮影用のFoleycatheterを 購入し,こ れ を使用

して注入時背位撮影を行つた.こ れらの症例は第5表

に示す通 りであるが,一 部の症例に就て記述並びに図

示す る.UVUは 最初8～10cc使 用 したが,少 量に

て充分な事が判明したので5cc前 後の量を使用 した.

〔第2例 〕32才,膀 胱炎.

洗海尖を使用してUVU5cc注 入,拡 張せる尿道

像を描出した(第17図)

〔第4例 〕49才,尿 道憩室.

洗 灘尖を使用してUVU5ccを 注入,尿 道憩崖を

明瞭に描出した(第18図a)対 照造影剤(20%ヨ 戸

ドナ トリウム)に ては尿道憩室と思われる尿道周囲へ

の滲潤1象を描出できたにすぎなかつた(第18図b).

〔第5例 〕42才,尿 道憩室,

洗 潅尖を使用 してUVU10ccを 注入,尿 道憩室を

明瞭に描出した(第19図)

〔第7例 〕57才,膀 胱腫瘍.

特殊のFoleycatheterを 使用 してUVU4ccを

注入,正 常の尿道像を描出した(第20図)

〔第11例 〕31才,尿 道憩室.

Foltycatheterを 使用してUVU4ccを 注入,尿

道憩室を描出した(第21図)

前記5例 を含めて11例 にUVUを 使用して女子尿

道撮影法を行った.5例 は尿道洗瀞尖を接合した注射

筒を使用 して撮影 したも のであ り,6例 はDavis

andCian考 案 の女子尿道撮影弔のFoleycathしterを

使用 して撮影 した.後 者の撮影法を 両氏はpositive

pressureurethrographyと 呼称しており,本 器具に

よる撮影法に就ては別の機会に報告する.UVU使 用

により3例 に於て憩室像を描出し,1例(第4例)に

於ては20%ヨ ー ドナ トリウムにては憩室は殆ど描出さ

れず不鮮明であつたのが,UVUに よ り明瞭に描出さ

れた.前 記Davis等 は女子尿道撮影法に造影剤とし

てUVUを 推i奨している.著 者等も女 子尿道撮影に

はUVUの 使用が好都合であると考える.

結 語

SwedenのAstra社 製 の新造影剤Umbra-

di1及 びUmbradilViscousUの 使 用経験に

就 て報 告 した.

(1)35%Umbradi1を 使 用 して7例,50%

8例,70%2例,計17例 に排泄 性腎孟撮影法を

行 つた.何 れ も注射 開始後7～15分 に て満足す

べ き像 を描 出 した.5例 に無 圧迫撮影 を行つた

が,圧 迫帯使 用の症 例 より一般 に充満度が不充

分 にて不鮮 明で あ り,7090K使 用 の2例 にても不

鮮 明で あ つた.副 作 用 は軽微 に て一過性の悪

心,熱 感 を夫 々2例 に経験 したにす ぎない.

(2)70%Umbradil'を 使 用 して10例 に経腰

的腹部大動 脈撮影法 を行い,そ の内3例 は連続

撮 影法 を実施 した.何 れ も極 めて満 足すべぎ動

脈像を描 出 した.Goldblatt氏 高 血圧の1例 に

於 て胸 内苦 悶感を来 た し,他 に1例 は悪心があ
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ったが,そ れ以外 には副作 用は なか つた.

(3)70.9(oIJmbradilを 使 用 して2例 に経 股

静脈性大静脈撮影法 を行 つた.

(4)UmbradilViscousUを 使 用 して21例

に男子尿道撮 影法 を行 つた.全 例 に於 て後部 尿

道は著明 に拡 張,開 大 し精阜部,膀 胱頸部 を明

瞭に描出 した.対 照 として使用 した209。(ヨ ー ド

ナ トリウ ムの像 と比較 す る と格 段 の相違 があ

る.粘 稠度高 く,刺 戟性 がな く尿道造影 剤 とし

て満足すべ きものであ る.

(5)Uml)radilViscousUを 使 用 して11例

に女子尿道撮 影法 を行 つた.3例 に尿道憩室 を

描出 した.女 子尿道造影 剤 としても満足 すべ き

ものである.

(欄筆に当 り恩師稲田教授の御指導 と御校閲に深謝

する.又 本研究に協力を受けた当科X線 技術員大島吉

弘,徳 岡一行両君に謝意を表する.)
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第1図a排 泄性腎孟撮影(7分 後)

〔第1表 第5例 〕33才,9.右 腎結核兼

腎水腫(左 腎別出後)35%U20cc,

6分壽 注,水 平位,尿 管圧迫帯使用.

註U… 水溶性ウムブラディe-一ル

撫

㍗饗1

伽

第1図b(15分 後)

騨

、 墾
勿

第2図a排 泄性腎孟撮影

(7分 後)

〔第1表 第5例 〕60%ウ ロ

グラフイン20cc,3分 静

注,水 平位,尿 管圧迫帯使

用.
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㌶

第2図b(15分 後)

"/

第3図a排 泄 性腎 孟 撮 影(7分 後)

〔第1表 第7例 〕8才,♀.腎 炎.
35%U20cc,3分30秒 静 注,水 平

位,尿 管 圧迫 帯 使 用.

第4図a排 泄性 腎 孟 撮 影(5分 ・後)
〔第1表 第12例 〕25才,9膀 胱 三

角 部 異 常 症.50%U20cc,1分30

秒 静 注,頭 側20D低 位,無 迫 圧.

●

・審

第5図 排 泄 性 腎孟 撮 影(15分 後)

〔第1表 第13例 〕24才,9.右 腎 石

,左 変位 腎,両 腎水 腫.50%U
20cc,2分 静 注,水 平 位,尿 管 圧迫

帯 使 用.

耀

第4図b(10分 後)

4、 惣・痂

劾 軋

脚 甘

第6図a排 泄 性 腎 孟撮 影(7分 後)

〔第1表 第16例 〕65才,6. 前 立 腺

肥 大症.70%U2Ccc,5分 静 注,

頭側20。 低 位,無 圧 迫.

第3図b(15分 後)

第4図c(15分 後)

喉

ロ

く

∵争
払 ㌻ 、

.響
第6図b(15分 後)
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第7図 経 腰 的 腹部 大 動 脈撮 影

〔第2表 第1例 〕35才,δ

Goldblatt氏 高 血 圧.7e%U

30cc,2.5秒 注 入.

畷

撫

滋.

第8図 経 腰的 腹 部 大 動 脈 撮 影

〔第2表 第2例 〕29才,6.左 腎 結

核.7G%U20cc,2秒 注 入.

冴

遍 講
第10図a経 腰的 腹部 大 動 脈 撮 影

(連 続,フ ィル ム3)

〔第2表 第8例 〕46才,♂.右 孤 立

性腎嚢腫.70%U2Ccc,2.5秒 注

入,0.5秒 間 隔,10改 撮 影.

第10叉b(連 続,フ イル ム8)

欝
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第9図 経II要白勺腹葡～犬副 月展撮 景多

〔第2表 第3例 〕31才,δ.右 腎 下

垂.7Cl%U2ecc,2秒 注 入.

第11図 経 股 静 脈性 大 静 脈撮 影

〔第3表 第2例 〕40才,6.YiJSt腫

瘍.70%U2Ccc,右 股静 脈 よ り15

秒 注入.

噸 。辮 鍵

.ノプ

鰹
ノ

彰.

舞
タピ

第12図a尿 道 撮 影(連 続,フ ィ

ル ム1)

〔第4表 第1例 〕48才,δ.健 常人 。

UVU20cc,1秒 間 隔,5枚 撮 影 .
一註UVU

…粘 性 ウ ム ブ ラ デ イ ールU

第12図b(連 続,フ ィル ム2) 第12図c(連 続,フ ィル ム3)
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第 ユ2図d(連 続,フ ィル ム4) 第12図e(連 続,フ ィル ム5) 第13図a尿 道撮影(UVU)

〔第4表 第2例 〕35才,3.膀 胱

三角部異常症.

バ4呂 ウ4

.多鉱."

修/〉

第13図b(23%ウ ロコ リン) 第14図a尿 道撮影(UVU)

〔第4表 第6例 〕60才,♂.神

経因性膀胱.

・聯

第14図b(20%ヨt-■ ドナ ト リウ ム)

鶴.,。.,.

骸鵜 ・

嬢メ

㌧蚕

,舞 机 『

第15図a尿 道 撮 影(UVU)

〔第4表 第10例 〕38才,6.尿 道 狭窄.

饗

観

レ

第15図b(ヨ ー ドナ ト リウ ム) 第16図a尿 道撮影(UVU)

〔第4表 第13例 〕74才,♂.前 立腺肥大症.
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第16図b(ヨPド ナ トリウ ム)

毒

離 聾
雛 冤`

,歩彪

グ
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第17図 尿 道 撮 影(UVU)
〔第5表 第2例 〕32才,♀ 膀 胱 炎.
UVU5cc,洗 瀞尖 使 用.

,野%

㌔

編
.髪
解〆

,野

勤

第18図a尿 道 撮 影(UVU)
〔第5表 第4例 〕49才,♀.尿 道 憩

室.UVU8cc,洗1條 尖 使 用.

第18図b(ヨ ー ドナ トリウ ム)

、 解
第19図 尿 道 撮 影(UVU)

〔第5表 第5例 〕42才,♀.尿 道 憩 室.
UVU10cc,洗 瀞尖 使 用.

第20図 尿 道 撮 影(-uyu)
〔第5表 第7例 〕57才,♀.膀 胱

腫 膓,UVU4cc,特 殊Foley
catheter使 用.1

第21図 尿 道 撮 影(UVU)

〔第5表 第11例 〕31才,9.尿 道 憩室.
UVU4cc,特 殊Foleycatheter使 用.
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